
中国や台湾，ヒマラヤなどに分布し，日本では1990年に，熊本県に分布して

いることが分かった。本県でも1991年，大野川上流域で生育地が確認された。

滝のしぶきをうける湿った岩場に生える柔らかい多年草で，草丈20～40cm。花

期は８～11月，葉のつけ根から３～６cmの花柄を出し，先端に径10～15mmの

球形の花序をつける。生育地はごくまれで，個体数も極めて少ない。水害など

の自然災害のほか，水路工事や道路工事などの生育地の改変で，絶滅の危険性

が極めて高い。

（写真･文：荒金正憲）

チョクザキミズ
Lecanthus peduncularis

イラクサ科

カテゴリー

大分県　IA
環境庁　IA

県内分布 大野川上流域

分 布 域 九州（熊本・大分）

中国（中部・南部・西南部），台湾，ヒマラヤ，ジャワ，フィリピン
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